
自然条件から見た
適否 活断層なし A 活断層なし A 活断層なし A 活断層なし A 活断層なし A 活断層なし A 活断層なし A 活断層なし A 活断層なし A 活断層なし A 活断層なし A 活断層なし A 活断層なし A 活断層なし A 活断層なし A 活断層なし A 活断層なし A 活断層なし A 活断層なし A 活断層なし A 活断層なし A 活断層なし A 活断層なし A

大部分が
改変植生
域

A
大部分が
改変植生
域

A
大部分が
自然・代償
植生域

C
大部分が
改変植生
域

A
大部分が
自然・代償
植生域

C
一部分が
改変植生
域

B
大部分が
自然・代償
植生域

C
大部分が
改変植生
域

A
大部分が
改変植生
域

A
大部分が
改変植生
域

A
一部分が
改変植生
域

B
大部分が
改変植生
域

A
大部分が
自然・代償
植生域

C
大部分が
自然・代償
植生域

C
大部分が
改変植生
域

A
大部分が
自然・代償
植生域

C
一部分が
改変植生
域

B
一部分が
改変植生
域

B
大部分が
改変植生
域

A
大部分が
改変植生
域

A
大部分が
改変植生
域

A
大部分が
改変植生
域

A
大部分が
改変植生
域

A

無し A 無し A 無し A 無し A 無し A 無し A 無し A 無し A 無し A 無し A 無し A 無し A 無し A 無し A 無し A 無し A 無し A 無し A 無し A 無し A 無し A 無し A 無し A

現状

植林・耕作
地が大半
を占める
里山林整
備事業整
備済み。

C
植林・耕作
地が一部
ある

B
植林・耕作
地が一部
ある

B
植林・耕作
地が大半
を占める

C
植林・耕作
地が一部
ある

B
植林・耕作
地が一部
ある

B
植林・耕作
地が一部
ある

B

植林・耕作
地が一部
ある
ゲートボー
ル場があ
る

B
植林・耕作
地が大半
を占める

C

植林・耕作
地が大半
を占める
里山林整
備事業整
備済み

C
植林・耕作
地が一部
ある

B

植林・耕作
地が大半
を占める
別荘があ
る
八代っ子
自然広場
がある

C
植林・耕作
地が一部
ある

B
植林・耕作
地が大半
を占める

C
植林・耕作
地が大半
を占める

C
植林・耕作
地が一部
ある

B
植林・耕作
地が一部
ある

B
植林・耕作
地が大半
を占める

C

民間造成
地が大半
を占める
建物１棟
がある

B
植林・耕作
地が一部
ある

B

造成済み
用地が大
半を占め
る

A
植林・耕作
地が一部
ある

B
植林・耕作
地が一部
ある

B

将来土地利用
計画
※施設整備の
支障となるもの

計画無し A 計画無し A 計画無し A 計画無し A 計画無し A 計画無し A 計画無し A 計画無し A 計画無し A 計画無し A 計画無し A 計画無し A 計画無し A 計画無し A 計画無し A 計画無し A 計画無し A 計画無し A 計画無し A 計画無し A
農村地域
工業導入

地区
C 計画無し A 計画無し A

松本川 C 木谷川 B 無し A 無し A 岩井川 C 無し A 無し A 無し A 無し A 無し A 苺谷川 B 無し A 無し A 無し A 無し A 無し A 無し A 無し A 無し A 無し A 無し A 無し A 無し A

無し A 無し A 無し A 無し A 無し A 無し A 無し A 無し A 無し A 無し A 無し A 無し A 無し A 無し A 無し A 無し A 解除が容易 B 無し A 無し A 無し A 無し A 無し A 解除が容易 B

有 B 無し A 有 B 有 C 無し A 有 B 無し A 無し A 有 B 有 B 無し A 有 B 有 B 無し A 有 B 有 B 無し A 有 C 有 C 無し A 無し A 有 C 有 B

竹野中学校 B 竹野南小学校 B 無し A 無し A 無し A
みえ保育園
三江小学校 B 無し A 無し A 無し A 無し A

八代小学校
八代保育所 B

八代小学校
八代保育所 B 無し A 無し A 無し A 無し A 無し A 無し A 無し A 小野小学校 B 小野小学校 B 無し A 無し A

大半見える C 一部見える B 大半見える C 大半見える C 見えない A 大半見える C 大半見える C 一部見える B 大半見える C 大半見える C 見えない A 大半見える C 見えない A 大半見える C 大半見える C 大半見える C 見えない A 大半見える C 大半見える C 一部見える B 大半見える C 大半見える C 大半見える C

無し A 無し A 無し A 無し A 無し A 無し A 無し A 合鴨 C 無し A 無し A 畜産団地 B 無し A 無し A 無し A 無し A 無し A 無し A 牛舎 B 牛舎 C 無し A 鶏舎 C 無し A 無し A

文化財に及ぼす影
響 無し A 無し A

律令期祭
祀遺跡外

C
大規模
散布地
・古墳群

C 無し A
山裾に遺

跡あり
B

須恵器窯
跡

B
古墳

須恵器窯
跡

B 古墳1基 B 古墳群 C
古墳3基・
須恵器窯

跡
C 無し A 無し A 古墳点在 B 古墳点在 B 古墳点在 B 無し A 無し A

古墳
1基

B 無し A
古墳

3～4基
C

古墳
山城

C
古墳
1基

B

ごみ処理施設設置
の状況 無し A 無し A 無し A 無し A 稼働中 C 無し A 無し A 無し A 無し A 無し A 無し A 無し A 無し A 無し A 無し A 無し A 無し A 無し A 無し A

昭和４３年
～

５３年
B

昭和４３年
～

５３年
B 無し A 無し A

無 C 有 A 有 A 無し C 無し C 有 A ある程度有 B 無し C 無し C 有 A ある程度有 B 無し C 無し C 無し C 有 A ある程度有 B 無し C 無し C 無し C 有 A 無し C 無し C 無し C

40ｍ A 65ｍ B 25ｍ A 35ｍ A 90ｍ B 55ｍ B 90ｍ B 40ｍ A 50ｍ A 25ｍ A 75ｍ B 80ｍ B 180ｍ C 70ｍ B 30ｍ A 40ｍ A 130ｍ C ７０ｍ B 55ｍ B 40ｍ A 10ｍ A 30ｍ A 40ｍ A

運搬条件

15.3km C 8.9km B 1.9km A 1.6km A 4.0km A 5.1km B 10.3km C 8.0km B 8.8km B 10.2km C 11.5km C 11.7km C 13.0km C 14.0km C 13.9km C 13.4km C 15.2km C 14.2km C 13.8km C 13.6km C 13.9km C 15.4km C 15.1km C

敷地工
事

難易度（地形等
の観点から） 平場が少

なく、河川
のけ替え
が必要

C

平場もあ
り、なだら
かな丘陵
地

A

ある程度
の平場が
あり中間
的な地形

B

ある程度
の平場が
あり中間
的な地形

B
平場が少
なく山の傾
斜もある

C

ある程度
の平場が
あり中間
的な地形

B

ある程度
の平場が
あり中間
的な地形

B
平場が少
なく山の傾
斜もある

C

ある程度
の平場が
あり中間
的な地形

B

ある程度
の平場が
あり中間
的な地形

B

ある程度
の平場が
あり中間
的な地形

B
平場が少
なく山の傾
斜もある

C
平場が少
なく山の傾
斜もある

C

ある程度
の平場が
あり中間
的な地形

B

ある程度
の平場が
あり中間
的な地形

B

ある程度
の平場が
あり中間
的な地形

B
平場が少
なく山の傾
斜もある

C

ある程度
の平場が
あり中間
的な地形

B
大部分が
造成済み

A

平場もあ
り、なだら
かな丘陵
地

A
大部分が
造成済み

A
平場が少
なく山の傾
斜もある

C

ある程度
の平場が
あり中間
的な地形

B

橋梁等の新設・
改良の観点から

橋梁2基
現道拡幅

C
橋梁１基
現道拡幅

C
橋梁１基
現道拡幅

C
橋梁１基
現道拡幅

C 現道拡幅 B 現道拡幅 B
橋梁１基
現道拡幅

C
橋梁１基
現道拡幅

C
橋梁１基
現道拡幅

C
橋梁１基
現道拡幅

C
橋梁１基
現道拡幅

C 現道拡幅 B
橋梁２基
現道拡幅

C

無堤防の
浸水地域
を通過す
る進入道
路に対策
が必要

C

無堤防の
浸水地域
を通過す
る進入道
路に対策
が必要。
橋梁１基

C

無堤防の
浸水地域
を通過す
る進入道
路に対策
が必要

C
橋梁１基
現路拡幅

C 現路拡幅 B 現道利用 A
橋梁１基
現路拡幅

C
橋梁１基
現路拡幅

C
橋梁１基
現路拡幅

C 現路拡幅 B

幹線道路から候
補地までのおお
よその距離 700ｍ B 900ｍ C 600ｍ B 700ｍ B 700ｍ B 400ｍ B 900ｍ C 600ｍ B 300ｍ A 500ｍ B 900ｍ C 200ｍ A 900ｍ C 1500ｍ C 1400ｍ C 900ｍ C 100ｍ A 300ｍ A 100ｍ A 500ｍ B 100ｍ A 200ｍ A 500ｍ B

2

11

3

11

3 3

5 7

敷地条件

9

5

5

119

5

5

9

7

3

12

5

2

10 11

1

75

9

3

7 5

10

4

5 7

10

2

9

3

7

11

6

2

11

4

4

11

2

8

10

10 11

4

4

7

8

4

11

3

5

住宅への近接状況

学校・幼稚園・その他公共
施設等への近接状況

敷地確保の余裕

畜舎・放牧場への近接状
況

10

5

4

5

56 5 1

B(中位)

C(下位)

ラ
ン
ク
別
個
数

4

活断層の近接状況

自然環境 植生の状況

社会条件から見た
適否

土地利
用の状
況

法規制への対処及
び許可取得の難易

鳥獣特別保護区の状況

施設の可視の度合い

砂防指定地の状況

9

進入道
路工事

A(優位)

周知の文化財の程度

ごみ・汚泥量重心からの
道路延長距離

施設用地の標高

過去・現在の設置状況

保安林の状況

周辺に配慮すべき
事項

工
事
条
件
か
ら
の
評
価
項
目

造成工事
(1万分の1の地形
図にて確認を行う)

立
地
条
件
等
か
ら
の
評
価
項
目

松本 森本・坊岡 栃江 宮井 岩井 下宮 奥野 法花寺 奈佐路 谷 猪爪１ 奥小野１ 奥小野２ 口小野猪爪２ 八代 鶴岡１ 鶴岡２

候補地の一次評価について

一次評価項目案

箇　　所　　名
口小野・袴狭 袴狭 荒木 細見鶴岡３

資料　２



評価方法例 松本
森本・坊

岡
栃江 宮井 岩井 下宮 奥野 法花寺 奈佐路 谷 猪爪1 猪爪2 八代 鶴岡1 鶴岡2 鶴岡3 奥小野1 奥小野2 口小野

口小野・
袴狭

袴狭 荒木 細見

総得点で評価
(A 3点、B 2点、C 1点)

40 47 45 43 43 45 42 44 45 44 41 43 41 40 44 42 44 42 44 48 41 42 44

上位３位 〇 〇 〇 〇 〇

総得点で評価
(A30点、B20点、C10点)

400 470 450 430 430 450 420 440 450 440 410 430 410 400 440 420 440 420 440 480 410 420 440

上位３位

評価

採　点　結　果　表



自然条件から見た
適否 活断層なし A 活断層なし A 活断層なし A 活断層なし A 活断層なし A

大部分が
改変植生
域

A
一部分が
改変植生
域

B
大部分が
改変植生
域

A
大部分が
改変植生
域

A
大部分が
改変植生
域

A

無し A 無し A 無し A 無し A 無し A

現状

植林・耕作
地が一部
ある

B
植林・耕作
地が一部
ある

B
植林・耕作
地が大半
を占める

C
植林・耕作
地が一部
ある

B

造成済み
用地が大
半を占め
る

A

将来土地利用
計画
※施設整備の
支障となるもの

計画無し A 計画無し A 計画無し A 計画無し A
農村地域
工業導入

地区
C

木谷川 B 無し A 無し A 無し A 無し A

無し A 無し A 無し A 無し A 無し A

無し A 有 B 有 B 無し A 無し A

竹野南小学校 B
みえ保育園
三江小学校 B 無し A 小野小学校 B 小野小学校 B

一部見える B 大半見える C 大半見える C 一部見える B 大半見える C

無し A 無し A 無し A 無し A 鶏舎 C

文化財に及ぼす影
響 無し A

山裾に遺
跡あり

B 古墳1基 B 無し A
古墳

3～4基
C

ごみ処理施設設置
の状況 無し A 無し A 無し A

昭和４３年
～

５３年
B

昭和４３年
～

５３年
B

有 A 有 A 無し C 有 A 無し C

65ｍ B 55ｍ B 50ｍ A 40ｍ A 10ｍ A

運搬条件

8.9km B 5.1km B 8.8km B 13.6km C 13.9km C

敷地工
事

難易度（地形等
の観点から） 平場もあ

り、なだら
かな丘陵
地

A

ある程度
の平場が
あり中間
的な地形

B

ある程度
の平場が
あり中間
的な地形

B

平場もあ
り、なだら
かな丘陵
地

A
大部分が
造成済み

A

橋梁等の新設・
改良の観点から

橋梁１基
現道拡幅

C 現道拡幅 B
橋梁１基
現道拡幅

C
橋梁１基
現路拡幅

C
橋梁１基
現路拡幅

C

幹線道路から候
補地までのおお
よその距離 900ｍ C 400ｍ B 300ｍ A 500ｍ B 100ｍ A

2

7

敷地条件

12

5

2

1011

6

2

8

10

11

4

4

住宅への近接状況

学校・幼稚園・その他公共
施設等への近接状況

敷地確保の余裕

畜舎・放牧場への近接状
況

1

B(中位)

C(下位)

ラ
ン
ク
別
個
数

活断層の近接状況

自然環境 植生の状況

社会条件から見た
適否

土地利
用の状
況

法規制への対処及
び許可取得の難易

鳥獣特別保護区の状況

施設の可視の度合い

砂防指定地の状況

進入道
路工事

A(優位)

周知の文化財の程度

ごみ・汚泥量重心からの
道路延長距離

施設用地の標高

過去・現在の設置状況

保安林の状況

周辺に配慮すべき
事項

工
事
条
件
か
ら
の
評
価
項
目

造成工事
(1万分の1の地形
図にて確認を行う)

立
地
条
件
等
か
ら
の
評
価
項
目

森本・坊岡 下宮 奈佐路

候補地の一次評価について

一次評価項目案

箇　　所　　名
口小野・袴狭 袴狭

 




